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今年度最後の月となりました。3月は年度・学年のしめくくりの時期です。今年度一年間、健康に過ごすことが

できたでしょうか？生活リズムを崩すことなく生活できましたか？防ぐことができたケガはありませんでしたか？

感染症対策は毎日しっかりできていましたか？･･･振り返ってみて、その反省を新年度にいかしましょう。

3 年生は中学校生活が残り少なくなってきました。残された中学校生活が充実したものとなるよう、健康には

気をつけて過ごしていきましょう。

反省をこれから
の生活にいかしま
しょう！

2 月に入り、本校においても新型コロナウイルス感染症の診断を受けた人、濃厚接触者となった人が増えました

が、それもだいぶ落ち着いてきました。みなさんの日頃の感染症対策のおかげで学校内で感染が拡大することも

ありませんでした。しかし、ここで油断してはいけません！ ニュースでは、オミクロン株よりさらに感染力が強い「ス

テルスオミクロン」が話題となっています。感染症対策はこれまで同様です。引き続きしっかりと対策を行っていきま

しょう。



飛行機の離着陸時やエレベーターに乗っているときなどに、耳が「ツ
ーン」となったことはありませんか？これは、急激な気圧の変化によって
耳の中にある鼓膜が引っぱられて起こる現象です。
私たちの耳は、普段は鼓膜の外側と内側が同じ気圧になるように調
整されています。しかし、例えば飛行機で上空に行くと、機内の気圧は
急激に下がります。調節が間に合わず、外側に鼓膜が引っぱられて
「ツーン」となるのです。
改善するためには、中耳（鼓膜の奥）と咽頭（鼻の奥）を結ぶ耳管を
広げて空気の通りをよくすることが必要ですが、最も簡単な方法はだ
液を飲み込むことです。何か飲み物を飲んでもいいですし、アメやガム
を食べても効果があります。
ちなみに、耳の内外の圧力を調整することは「耳抜き」と呼ばれ、ダイ
ビングをするときにも使われています。


